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パシフィックパレス武蔵浦和
さいたま市
築後21年
1 棟　階高 7階　69戸
平成20年 6 月完工
大規模修繕内容
①外壁補修塗替工事
②防水改修工事
③シーリング打替工事
④鉄部塗替工事
⑤その他

第 2回目大規模
修繕工事完工会員
マンション紹介介
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国
土
交
通
省
で
は
、
一
昨
年
末

に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
5
2
8

万
戸
、
居
住
者
数
は
、
1
3
0
0

万
人
に
達
し
、
約
50
年
間
で
わ
が

国
の
住
宅
及
び
人
口
の
10
％
に
達

し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
50
年
の
経
過
は
、「
二

つ
の
老
い
」
と
い
わ
れ
る
建
物
・

設
備
の
老
朽
化
、
居
住
者
の
高
齢

化
を
招
き
こ
れ
ら
に
対
す
る
対
策

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
6
月
社
会
資
本
整
備
審
議

会
に
「
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
部
会
」

が
設
置
さ
れ
、
今
後
の
マ
ン
シ
ョ

ン
施
策
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら

れ
、
今
年
1
月
に
報
告
書
案
が
公

表
さ
れ
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
し
、
広

く
一
般
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
そ

の
結
果
一
部
意
見
を
取
り
入
れ
ら

れ
た
が
目
立
っ
た
修
正
は
な
く
最

終
答
申
案
は
、
部
会
及
び
分
科
会

で
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

現
状
と
課
題
・
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策

の
経
緯
・
現
状
に
触
れ
更
に
今
後

の
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
基

本
的
な
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
概
要
・
基
本
的
な
考
え
方
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
重
要
性

②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
に
行
政

が
政
策
的
に
関
与
す
る
こ
と
の
意

義
③
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
に
つ
い

て
専
門
家
に
よ
る
支
援
の
重
要
性

④
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生

の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・
更
に
今
後
の
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策

と
し
て
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、

八
項
目
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

⑴　

管
理
組
合
に
よ
る
計
画
的
な

管
理
等
の
推
進

①
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
を

適
切
に
行
い
、
居
住
者
間
及
び
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
マ
ン
シ
ョ
ン
の
快
適
な
居
住

環
境
の
確
保
、
資
産
価
値
の
維

持
・
向
上
を
図
る
に
は
、
適
時
適

切
な
維
持
修
繕
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
な
わ
れ
て

い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

③
管
理
組
合
に
お
い
て
は
、
国

交
省
の
定
め
た
長
期
修
繕
計
画
作

成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し

て
、
長
期
修
繕
計
画
の
策
定
、
見

直
し
等
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

④
国
、
地
方
自
治
体
及
び
関
係

団
体
に
お
い
て
は
、
普
及
啓
発
活

動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

⑵　

管
理
状
態
の
適
正
な
評
価
等

管
理
組
合
の
運
営
状
況
・
修
繕

積
立
金
状
況
・
修
繕
履
歴
や
長
期

修
繕
計
画
の
内
容
等
に
つ
い
て
情

報
が
開
示
さ
れ
、
市
場
で
適
正
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
取
引
が
適
正
に
行
わ
れ
る
重
要

な
前
提
で
あ
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
取
引
時
の
重
要
事

項
説
明
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
内

容
等
に
つ
い
て
、
説
明
が
適
切
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。「
マ
ン
シ
ョ
ン
み
ら
い
ネ
ッ

ト
」
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
状

況
や
修
繕
履
歴
等
を
情
報
開
示
す

る
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
充
実
等

を
図
り
な
が
ら
情
報
開
示
の
メ
リ

ッ
ト
を
訴
え
、
普
及
を
推
進
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
の
専
門

家
の
活
用

①
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
等
は
、

専
門
的
知
識
を
要
す
る
こ
と
が
多

く
、
管
理
組
合
は
、
問
題
に
応
じ

専
門
家
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
や
管
理

業
者
等
の
専
門
家
の
能
力
を
向
上

さ
せ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適
正

化
に
資
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

又
、
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係

団
体
に
よ
る
相
談
窓
口
の
設
置

や
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
専
門
家

の
派
遣
等
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

更
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
に

関
す
る
支
援
制
度
や
法
制
度
に
つ

い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び

関
係
団
体
が
解
か
り
易
く
普
及
・

周
知
さ
せ
る
為
の
広
報
等
の
取
り

組
み
も
必
要
で
あ
る
。

「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
5
0
0
万
戸
に
対
応
し
た

 
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
の
あ
り
方
」

「非破壊」劣化度
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⑷　

第
三
者
管
理
方
式
の
活
用
に

よ
る
管
理
の
適
正
化
促
進

適
正
管
理
の
行
わ
れ
て
い
な
い

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
管
理
に
精
通

し
た
者
を
管
理
者
と
し
て
選
任

し
、
管
理
を
行
わ
せ
る
、
第
三
者

管
理
方
式
の
活
用
を
図
る
事
例

は
、
今
後
増
加
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
も
多

く
、
第
三
者
管
理
方
式
が
管
理
者

と
な
る
者
及
び
管
理
組
合
双
方
に

と
っ
て
有
益
な
選
択
肢
と
な
る
。

第
三
者
管
理
方
式
が
適
切
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
、
更
に
具
体
的
な

検
討
を
行
な
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

⑸　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
を
め
ぐ

る
紛
争
処
理
へ
の
対
応

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
め
ぐ
る
紛

争
は
、
多
岐
に
亘
る
が
、
夫
々
紛

争
形
態
に
対
応
し
た
処
理
が
求
め

ら
れ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規

約
、
仕
様
細
則
等
に
お
い
て
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
を
め
ぐ
る
紛
争
を

未
然
防
止
す
る
為
、
具
体
的
な
ル

ー
ル
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
例
え
ば
管
理
費
等
の
滞

納
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
滞
納

に
対
す
る
段
階
的
な
督
促
手
続
や

管
理
組
合
に
よ
る
滞
納
者
へ
の
制

裁
措
置
等
を
定
め
、
滞
納
に
対
す

る
管
理
組
合
の
姿
勢
を
区
分
所
有

者
に
明
示
、
予
防
的
に
対
応
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑹　

多
様
な
マ
ン
シ
ョ
ン
形
態
に

対
応
し
た
施
策

団
地
型
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る

管
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、

そ
の
適
切
な
管
理
に
資
す
る
啓
発

等
が
必
要
で
あ
る
。

近
年
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多

数
出
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
管
理

の
実
態
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
く
、
実
態
を
把
握
し
、
対
応
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

⑺　

管
理
組
合
が
機
能
し
て
い
な

い
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
等

管
理
へ
の
無
関
心
や
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
管
理
組
合
が
機
能
し

て
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
存
在

し
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
マ
ン
シ

ョ
ン
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

国
、
地
方
公
共
団
体
は
、
引
き
続

き
区
分
所
有
者
へ
の
啓
発
を
実
施

し
、
こ
う
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
発

生
及
び
増
加
を
未
然
に
防
ぐ
と
共

に
実
態
把
握
に
努
め
、
こ
う
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
関
与
の
あ

り
方
等
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

⑻　

老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
の

促
進

老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
に
当

た
っ
て
は
、
改
修
、
建
替
え
等
に

対
す
る
支
援
措
置
の
充
実
を
図
る

他
、
管
理
組
合
が
よ
り
容
易
か
つ

円
滑
に
改
修
、
建
替
え
に
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
情
報
提

供
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
専
門
家

等
の
関
与
に
よ
る
事
業
の
実
施
の

推
進
、
円
滑
な
合
意
形
成
を
可
能

と
す
る
制
度
や
運
用
等
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

更
に
国
、
及
び
地
方
公
共
団
体
は

資
金
面
で
の
総
合
的
な
支
援
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に

耐
震
改
修
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

支
援
措
置
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。

＊
結
び
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
政

策
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に

伴
い
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
は
、

国
交
省
の
み
な
ら
ず
、
法
務
省

そ
の
他
の
関
係
省
庁
、
地
方
公

共
団
体
、
管
理
組
合
、
関
係
業

界
、
団
体
等
多
く
の
関
係
者
、

関
係
機
関
と
の
連
携
の
中
で
推

進
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
制

度
・
支
援
策
は
多
岐
に
わ
た

り
、
ま
た
複
雑
な
も
の
も
あ

り
、
管
理
組
合
役
員
や
区
分
所

有
者
に
対
し
て
、
分
か
り
や
す

く
広
報
等
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

第
13
回

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合

 

研
究
所
総
会
報
告

日
時
：
平
成
21
年
3
月
7
日
㈯

場
所
： 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
事

務
所

議
案

第
1
号　

 

平
成
20
年
度
事
業
報

告

第
2
号　

 

平
成
20
年
度
決
算
及

び
監
査
報
告

第
3
号　

 

平
成
21
年
度
事
業
計

画
（
案
）

第
4
号　

 

平
成
21
年
度
予
算

　
　
　
　
（
案
）

　

午
後
4
時
、
喜
田
理
事
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
久
保
専
務
理

事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
1

号
議
案
〜
第
4
号
議
案
ま
で
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ

い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
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は
じ
め
に
、
埼
管
ネ
ッ
ト
と
し

て
は
、
内
部
情
報
を
把
握
し
て
い

る
管
理
会
社
が
大
規
模
修
繕
工
事

の
受
注
に
は
原
則
反
対
で
す
。
が

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
や
そ
の
他
事

情
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

管
理
組
合
が
管
理
会
社
を
活
用
す

る
場
合
、
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て

掲
載
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
日
常
の
維
持
管

理
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
管
理

会
社
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
管

理
会
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
た
大

規
模
修
繕
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

管
理
会
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
設
計
と
施
工
（
設
計
・
工
事
監

理
だ
け
の
場
合
も
あ
る
）
を
依
頼

し
て
修
繕
を
行
う
方
式
「
管
理
会

社
・
活
用
方
式
」
の
特
徴
や
設
計

事
務
所
な
ど
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

た
設
計
管
理
方
式
と
の
相
違
点
に

つ
い
て
記
し
て
み
ま
し
た
。

⑴　

管
理
会
社
活
用
の
方
式

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
を
委
託
し

て
い
る
管
理
会
社
は
、
建
物
の
点

検
や
日
常
修
繕
な
ど
通
常
の
管
理

を
的
確
に
行
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
建
物
の
維
持
管
理
に
加
え
て

管
理
組
合
運
営
や
居
住
者
ま
で
含

め
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
状
況
を
あ

る
程
度
把
握
し
て
お
り
、
ま
た
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
仕
組
み
に
も

精
通
し
て
い
る
た
め
、
大
規
模
修

繕
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
な

り
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
管
理
会

社
の
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い

て
、
充
分
な
検
討
や
議
論
を
せ

ず
、
全
て
任
せ
っ
き
り
に
し
た
結

果
区
分
所
有
者
の
意
見
や
要
望
が

修
繕
に
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
終
わ

っ
て
し
ま
う
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

管
理
会
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
大
規
模
修
繕
を
進
め
る
「
管
理

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463

＊管理会社活用方式の特徴と留意点を整理すると下表のようになります。

特　　　徴 留　意　点
1、管理を受託しているマンション情
報を豊富に持っている。 2、管理組合
の特徴　 3、建物の特製　 4、過去の
修繕履歴　 5、今回の大規模修繕に至
った経過についても深く理解してお
り、細かな配慮がされやすい。

1管理組合との関係が密接であるため
管理組合としては、管理会社任せにな
り易い。又、客観的なチェックが入り
難い。
管理組合が主体性を発揮できることが
成功の鍵となる。

施工会社に比べて、マンション管理の
仕組みを理解しており、区分所有者の
合意形成や工事中の細かな配慮がされ
易い。

管理会社によって、技術面のばらつき
がある。中小の管理会社は、技術部門
がなく大規模に対しての的確なアドバ
イスに欠くことが多い、管理会社の技
術力についての見極めが重要。

大規模修繕の後も継続して日常管理を
委託していれば大規模修繕後の不具合
に対しても対応してもらい易い。

修繕の企画から設計・施工までの随意
契約となるため、工事内容や金額の妥
当性について第三者のチェックがし難
い。管理組合は、管理会社の業務につ
いて具体的に説明を求め、充分に把握
していることが大切。

設計事務所などをパートナーにする場
合に比べて、有料でのコンサルティン
グの範囲が不明確になり易い。

あらかじめコンサルティングの業務範
囲と費用について協議し、定めておく
ことが必要。

「
管
理
会
社
・
活
用
方
式
に
よ
る
大
規
模
修
繕
」

建
築
施
工
管
理
技
士　

佐
々
木　

一
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会
社
・
活
用
方
式
」
に
よ
る
場
合

も
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
主
体

は
、
管
理
組
合
」
と
い
う
原
則
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
管
理
組
合
自

身
が
修
繕
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
意
思
決

定
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵　

設
計
事
務
所
な
ど
を
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
た
場
合
と
異
な
る
点

「
管
理
会
社
・
活
用
方
式
」
に

よ
り
修
繕
を
進
め
て
い
く
場
合
と

一
般
的
な
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
内

容
と
の
相
違
点
・
留
意
点
を
整
理

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
、
管
理
会
社
に
、
設
計
監
理
か

ら
施
工
ま
で
一
貫
し
て
発
注
す
る

場
合お

互
い
の
信
頼
関
係
の
下
、
随

意
契
約
で
発
注
す
る
訳
で
す
が
、

そ
の
内
容
・
金
額
・
品
質
等
に
つ

い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

①
修
繕
内
容
は
、
必
要
且
つ
十

分
な
も
の
か
、
必
要
以
上
に
グ
レ

ー
ド
が
高
く
な
い
か

②
区
分
所
有
者
の
意
見
や
要
望

を
反
映
し
て
い
る
か

③
工
事
は
設
計
図
・
仕
様
書
ど

お
り
に
施
工
さ
れ
て
い
る
の
か
、

等
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
管
理
組
合
役
員
や
修

繕
委
員
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
は
全
員
参
加
型

（
責
任
分
担
型
）
の
監
理
方
式
が
一

つ
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

修
繕
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
工
事

監
理
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
あ
げ
て
も

ら
い
、
各
区
分
所
有
者
に
順
番
で

品
質
検
査
を
実
施
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
修
繕
工
事
へ
の
参
加
意
識

の
高
ま
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

又
、
設
計
・
施
工
を
一
括
し
て
発

注
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

修
繕
委
員
会
と
し
て
工
事
の
内

容
・
時
期
や
パ
ー
ト
ナ
ー
選
定
に

関
す
る
検
討
の
経
緯
や
最
終
的
に

決
定
し
た
理
由
を
整
理
・
記
録
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
、
管
理
会
社
に
設
計
監
理
の
み

を
依
頼
す
る
場
合

最
近
は
、
設
計
監
理
の
み
管
理

会
社
に
委
託
し
、
施
工
は
別
途
、

施
工
会
社
は
発
注
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
管
理
会
社

の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
能
力
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
大
規
模
修
繕
の
実
施
と
そ

の
後
の
維
持
管
理
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
場
合
、
管
理
会
社
は
施
工

会
社
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
の

で
、
工
事
の
見
積
書
を
依
頼
す
る

工
事
会
社
は
、
管
理
組
合
が
公

募
し
ま
す
。

施
工
会
社
の
選
定
に
当
た
っ

て
修
繕
委
員
会
は
、
管
理
会
社

や
埼
管
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
専
門

団
体
の
意
見
を
参
考
に
、
理
事

会
で
決
め
ま
す
。

3
、
管
理
会
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー

に
し
な
い
場
合
の
管
理
会
社
の

活
用管

理
会
社
は
、
日
常
の
管
理

業
務
を
通
じ
て
、
区
分
所
有

者
、
居
住
者
、
理
事
会
等
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
設
計
事
務
所
な
ど
を
パ
ー
ト

ナ
ー
と
す
る
場
合
も
大
規
模
修

繕
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
管

理
会
社
の
活
用
が
有
効
で
す
。

又
、
管
理
会
社
と
の
間
に
業
務

が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
取

り
決
め
を
し
て
お
い
た
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

又
、
工
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
為
と
安
全
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分

所
有
者
や
居
住
者
と
の
連
絡
窓

口
・
組
合
広
報
に
よ
る
情
報
提

供
な
ど
は
、
住
民
の
協
力
も
得

ら
れ
易
く
良
い
で
し
ょ
う
。

＊工事発注方式とパートナーへの依頼内容
工事発注
方　　式 パートナー 依頼する内容 特　　徴

建物診断・設計 施工 工事管理

設計監理
方　　式

設計事務所
など 設計事務所など 施工会社 設計事務所

など

［工事の内容や施工会社選定等をじっくり検討するタイプ］
○技術力を持つ設計事務所や管理組合団体、日常管理を委託している管理会社を活用。
○工事内容・金額について施工会社以外の第三者のチェックが入る。
○管理会社を活用するのは、修繕に関して技術面でサポートできる場合に限る。
○監理者責任が明確。
○設計監理費が必要。

管理会社＊ 管理会社 施工会社 管理会社

設計施工
方　　式

施工会社 施工会社
［企画・設計から工事まで修繕を一貫して発注するタイプ］
○管理組合は施工会社のみ選定する。
○施工会社とのやりとりは管理組合が直接行う。
○施工会社によって工事の内容に差が出る。
○工事内容・金額や施工会社選定、工事監理に第三者のチェックが働きにくい。このた
め、修繕委員会などがこれらを区分所有者に説明できるよう十分な検討・整理が必要。

管理会社＊ 管理組合
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「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の

 

会
計
に
つ
い
て
」

 

企
業
監
査
一
級　

佐
々
木 
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マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
と
は
、
区
分

所
有
者
の
た
め
、
建
物
の
価
値
や

機
能
を
維
持
し
、
快
適
な
居
住
環

境
を
形
成
す
る
た
め
の
行
為
で
す
。

こ
の
維
持
管
理
費
用
は
、
区
分

所
有
者
が
「
管
理
費
、
修
繕
積
立

金
」
と
し
て
管
理
組
合
に
納
入
す

る
こ
と
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
活
動
に
伴
っ
て
、
そ
の
組

織
の
金
銭
的
活
動
経
過
を
記
録
・

計
算
し
、
内
容
及
び
結
果
を
報
告

す
る
手
段
が
必
要
と
な
り
ま
す
が

「
会
計
」
と
は
、
そ
の
処
理
手
段

（
説
明
責
任
を
果
た
す
事
）
で
す
。

適
正
化
の
指
針
で
は
、「
管
理

組
合
の
管
理
費
及
び
修
繕
費
等
」

に
つ
い
て
は
、
明
確
に
区
分
・
経

理
を
行
い
、
透
明
性
を
確
保
す
る

よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

一
、
管
理
組
合
会
計
の
現
状

①
自
主
管
理
組
合
で
は
、
事
務

局
や
会
計
担
当
理
事
が
独
自
の
会

計
処
理
を
行
う
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
一
部
で
は
、
外
部
専
門
家

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

②
基
幹
事
務
を
管
理
会
社
に
委

託
し
て
い
る
管
理
組
合
は
、
管
理
会

社
ご
と
の
財
務
会
計
様
式
や
会
計

処
理
方
法
に
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

二
、
管
理
組
合
会
計
の
問
題
点

①
会
計
書
類
の
不
整
備

②
現
金
主
義
の
採
用

・
期
末
時
点
の
未
集
金
・
未
払
い

金
が
不
明
確
な
現
金
収
支
に
よ
る

現
金
主
義
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

③
経
理
処
理
面
で
継
続
性
の
確

認
が
出
来
な
い
。
勘
定
科
目
が
変

更
さ
れ
て
も
そ
の
説
明
が
無
く
、

会
計
処
理
面
で
の
継
続
性
が
確
認

出
来
な
い
。

④
不
明
確
な
保
存
期
間
等

・
会
計
書
類
や
帳
簿
の
保
管
場

所
・
保
存
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
、
又
、
保
存
場
所
の
提
示
が

な
い
等
。

⑤
不
慣
れ
な
監
査

・
十
分
な
知
識
や
経
験
の
無
い
方

が
就
任
す
る
。

・
理
事
は
、
運
営
面
で
大
変
だ
が

金
銭
収
支
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
査

な
ら
引
き
受
け
る
と
言
う
安
易
な

考
え
方
で
就
任
す
る
傾
向
が
強

く
、
監
査
報
告
も
「
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
言
う
形
式
に

な
っ
て
い
る
。

⑥
残
高
証
明
の
必
要
性

期
末
時
点
の
預
金
残
高
が
確
認

で
き
る
金
融
機
関
の
残
高
証
明
が

添
付
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
管
理
組
合
・
会
計
の
特
色

①
管
理
組
合
の
法
的
位
置
付

「
会
計
の
対
象
と
な
る
一
定
の
組

織
と
し
て
」
は
？

1 

営
利
を
目
的
と
す
る
一
般
企
業

2 

非
営
利
団
体
は
、「
官
公

庁
・
家
計
・
社
団
他
五
法
人
」
あ

り
ま
す
。
法
人
で
な
い
管
理
組
合

は
、「
権
利
な
き
社
団
」
と
し
て

管
理
組
合
法
人
と
同
様
に
扱
わ
れ

ま
す
。

四
、
管
理
組
合
会
計
原
則

管
理
組
合
の
役
員
の
任
期
は
短

く
、
財
務
会
計
の
知
識
も
無
い
人

が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
会
計
書

類
や
情
報
は
、
一
般
組
合
員
に
提

供
さ
れ
る
も
の
で
、
正
確
性
と
解

り
易
い
方
法
が
必
要
で
す
。
管
理

組
合
の
会
計
は
以
下
、
七
項
目
の

原
則
で
会
計
処
理
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
予
算
準
拠
の
原
則

管
理
組
合
特
性
か
ら
の
原
則

で
、
管
理
業
務
遂
行
に
対
し
て
管

理
者
の
恣
意
に
よ
る
執
行
等
を
防

ぐ
た
め
収
入
や
支
出
は
、
予
算

（
総
会
の
決
議
）
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
予
算
を
上
回
る
支
出
が

出
た
時
は
、
予
備
費
の
流
用
や
臨

時
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
予
算
の
追

加
補
正
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
区
分
経
理
の
原
則

・
日
常
の
維
持
管
理
に
関
す
る
会

計
と
修
繕
費
用
積
立
金
に
関
す

る
」
会
計
を
区
分
処
理
し
ま
す
。

③
正
規
簿
記
の
原
則

・
す
べ
て
の
取
引
に
つ
い
て
記
帳

が
必
要
で
す
。
検
証
可
能
な
根
拠

に
基
づ
い
て
体
系
的
に
記
録
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

④
真
実
性
の
原
則

・
会
計
書
類
は
真
実
の
内
容
を
表

示
し
ま
す
。

⑤
明
瞭
性
の
原
則

・
貸
借
対
照
表
・
収
支
計
算
書
な

ど
の
会
計
書
類
は
、
適
切
な
区
分

経
理
と
勘
定
科
目
に
分
類
し
て
、

収
支
と
財
務
の
状
態
を
分
り
や
す

く
表
示
し
ま
す
。

⑥
継
続
性
の
原
則

・
会
計
処
理
の
基
準
と
手
続
は
毎

年
継
続
し
て
適
用
し
、
み
だ
り
に

変
更
し
な
い
。

⑦
発
生
主
義
の
原
則

期
末
の
未
集
金
や
未
払
い
金
の

内
容
や
収
支
予
算
と
決
算
の
正
確

な
対
比
を
す
る
た
め
に
は
帳
簿
処

理
は
「
発
生
主
義
」
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

三興管理株式会社
社団法人　高層住宅管理業協会　正会員

東京都千代田区神田須田町1-7
電話番号　03-3252-7367
ＦＡＸ番号　03-3255-2287
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熊
谷
宿
を
過
ぎ
た
中
山
道
は
、

国
道
十
七
号
線
に
吸
収
さ
れ
北
西

へ
と
進
み
ま
す
。
途
中
の
石
原
と

い
う
と
こ
ろ
が
、
秩
父
往
還
の
分

岐
点
で
秩
父
巡
礼
の
人
達
で
賑
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
山
道
が
国
道
と
別
れ
て
左
へ

入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
植
木
の
一
里

塚
」
が
あ
り
、
今
も
樹
齢
三
百
年

以
上
の
欅
の
大
木
が
往
時
を
偲
ば

せ
て
い
ま
す
。

高
崎
線
籠
原
駅
入
口
の
四
辻
に

『
史
跡
別
府
氏
の
墓
』
の
標
石
が

あ
り
、
北
へ
入
る
と
別
府
城
跡
の

東
別
府
神
社
と
城
主
別
府
氏
一
族

の
墓
が
あ
る
「
安
楽
寺
」
が
あ
り

ま
す
。

別
府
氏
は
藤
原
氏
の
流
れ
を
く

む
名
門
で
、
一
五
九
〇
年
に
小
田

原
城
で
当
主
別
府
長
清
が
秀
吉
に

滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
南
北
朝
か
ら

戦
国
時
代
に
亘
り
四
・
五
百
年
も

抗
争
の
渦
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
地

を
支
配
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

籠
原
駅
入
口
か
ら
三
キ
ロ
半
程

北
上
す
る
と
深
谷
市
国
際
寺
に
入

り
ま
す
。
道
幅
は
旧
街
道
時
代
そ

の
ま
ま
の
二
間
〜
三
間
と
狭
く
、

左
側
に
旧
名
国
際
寺
村
の
地
名
と

な
っ
た
禅
宗
「
国
際
寺
」
の
森
が

見
え
て
き
ま
す
。

黒
門
を
過
ぎ
る
と
本
堂
の
裏
に

こ
の
寺
創
建
の
「
上
杉
憲
英
」
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
憲
英
は
上
杉
四

家
の
一
つ
山
内
上
杉
家
で
、
国
際

寺
一
帯
の
庁
鼻
和
城
主
で
し
た
。

『
深
谷
上
杉
氏
』
は
、
憲
英
・
憲

光
・
憲
信
の
三
氏
が
庁
鼻
和
城
に

住
み
、
次
の
房
憲
の
代
に
深
谷
城

に
移
り
、
氏
憲
ま
で
五
代
が
深
谷

城
主
を
務
め
ま
す
が
、
一
五
九
〇

年
秀
吉
の
小
田
原
城
攻
め
の
時
氏

憲
が
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
た

留
守
の
深
谷
城
は
前
田
・
浅
野
の

大
軍
の
前
に
降
伏
し
、
深
谷
上
杉

氏
は
滅
亡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寺
の
北
側
を
走
る
中
山
道
に
は

巨
木
が
連
な
り
『
深
谷
並
木
』
と

呼
ば
れ
往
時
は
五
百
本
近
く
の
杉

や
松
が
並
立
し
て
い
ま
し
た
。

今
も
深
谷
宿
入
口
の
常
夜
灯
あ

た
り
ま
で
そ
の
面
影
を
残
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
国
道
と
中
山
道
が

交
わ
る
処
の
『
見
返
り
の
松
』
は

高
さ
二
十
米
以
上
の
喬
松
が
三
・

四
百
年
の
樹
齢
を
誇
り
、
枝
翼
を

樹
上
に
の
ば
し
、
あ
ま
り
の
大
き

さ
に
参
勤
交
代
の
側
臣
が
振
り
返

っ
て
大
幹
を
仰
い
だ
り
、
又
前
夜

の
娼
婦
の
面
影
を
し
の
び
、
樹
下

で
宿
へ
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
見
上

げ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
交
差
点
の
電
線
や
標
識
の
邪

魔
に
な
る
の
で
、
枝
は
払
わ
れ
上

部
は
止
め
ら
れ
て
、
哀
れ
な
痩
身

の
姿
に
変
貌
し
て
い
る
の
は
誠
に

残
念
で
し
た
。

見
返
り
の
松
か
ら
二
百
米
程
先

の
「
東
の
常
夜
燈
」
か
ら
「
西
の

常
夜
燈
」
ま
で
約
一
七
〇
〇
米
が

『
深
谷
宿
』
で
、
江
戸
か
ら
一
九

里
五
町
（
約
七
十
六
キ
ロ
）
で
九

番
目
の
宿
駅
で
す
。
宿
の
周
辺
は

桑
畑
が
多
く
、
蚕
産
が
盛
ん
で
絹

織
物
が
主
産
業
で
し
た
。

宿
内
戸
数
五
二
四
軒
の
内
、
旅

籠
は
八
〇
軒
も
あ
り
中
山
道
中
一

番
多
く
、
六
軒
に
一
軒
が
旅
籠
で

そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
人
の
飯
盛
女
を

抱
え
、
人
口
も
男
八
九
五
人
に
対

し
女
一
〇
三
三
人
と
圧
倒
し
て
い

ま
し
た
。
吉
原
な
ど
か
ら
の
流
れ

妓
を
含
め
二
〇
〇
人
以
上
が
客
の

袖
を
ひ
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

隣
宿
の
熊
谷
宿
は
脂
粉
の
匂
い

が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
江
戸

か
ら
の
旅
人
も
、
二
泊
目
は
深
谷

で
と
決
め
て
い
た
ら
し
い
で
す
。

英
泉
画
の
深
谷
宿
に
は
、
五
人

の
女
が
客
引
き
す
る
振
舞
を
中
心

に
宿
の
宵
風
景
が
色
彩
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

宿
本
陣
・
飯
島
十
郎
兵
衛
氏
の

本
陣
跡
地
に
、
子
孫
が
飯
島
印
刷

所
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

モ
ル
タ
ル
造
り
の
印
刷
会
社
の

中
に
本
陣
当
時
の
床
・
柱
等
が
残

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

 
（
小
島　

次
郎
）

見返りの松（深谷市常盤町）

連
載 

私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑩

 
│
深
谷
市
（
深
谷
宿
）│
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1
、
セ
ミ
ナ
ー
講
演

＊
テ
ー
マ
1　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
大

規
模
修
繕
工
事
に
つ
い
て
」

近
年
、
建
築
技
術
の
向
上
と
共

に
、
次
々
と
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
建
物
の
供
給
が
始
ま
っ
て

か
ら
50
年
、
建
物
は
竣
工
・
新
築

な
っ
た
時
が
、
建
物
と
し
て
最
高

で
あ
り
、
第
1
回
目
の
大
規
模
修

繕
工
事
も
新
築
時
の
状
況
に
戻
す

と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い

マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
建
物
は
、
経
時

と
共
に
老
朽
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ

た
修
繕
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

建
築
年
代
別
に
必
要
と
な
る
建

物
・
設
備
等
に
つ
い
て
代
表
的
な

維
持
・
保
全
項
目
に
つ
い
て
埼
管

ネ
ッ
ト
の
理
事
で
あ
り
、
1
級
建

築
士
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
の
鳥

海
順
一
氏
が
解
説
し
ま
す
。

＊
テ
ー
マ
2　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
の
会
計
に
つ
い
て
」

国
交
省
不
動
産
業
課
は
、
平
成

19
年
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
者

の
分
別
管
理
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。

現
行
で
は
、
管
理
業
者
が
区
分

所
有
者
か
ら
管
理
費
・
修
繕
積
立

金
を
徴
収
し
、
管
理
組
合
口
座
に

移
管
す
る
出
納
業
務
に
は
、
①
現

則
方
式　

②
支
払
一
任
代
行
方

式 

③
収
納
代
行
方
式
の
三
方
式

が
あ
り
ま
す
が
、
新
制
度
で
は
、

三
方
式
に
よ
る
出
納
分
類
を
や
め

「
収
納
口
座
「
と
」
保
管
口
座
」

の
機
能
別
の
口
座
分
離
を
基
本
に

す
え
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
次
に
譲
る
と
し
て
、
今

回
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

会
計
に
つ
い
て
」
埼
管
ネ
ッ
ト
の

監
事
で
あ
る
税
理
士
の
飯
盛
俊
昌

氏
が
解
説
し
ま
す
。

＊
テ
ー
マ
3　
「
座
談
会
│
な
ん

で
も
相
談
井
戸
端
会
議
」

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
係
し
た
問
題

で
、
皆
さ
ん
が
①
知
り
た
い　

②

聞
き
た
い　

③
確
認
し
た
い
等
マ

ン
シ
ョ
ン
問
題
に
興
味
の
あ
る
グ

ル
ー
プ
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
。

日
常
の
勉
強
の
場
と
し
て
大
い

に
ご
活
用
下
さ
い
。

＊
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
希
望
者
の

方
に
は
、
無
料
相
談
会
を
行
な

い
ま
す
。

＊
希
望
者
の
方
は
、
セ
ミ
ナ
ー
申

し
込
み
時
に
事
前
に
受
付
を
行

な
い
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
、
埼
管
ネ
ッ
ト
事

務
局　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
4
8
│
8

8
7
│
9
9
2
4

　

若
し
く
は　

Ｄ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

0

2
0
│
4
6
6
4
│
6
2
0
9

＊「
資
料
代　

1
人　

＠
5
0
0

円
・
会
員
（
団
体
・
個
人
）
は

無
料
で
す
。」

第
8
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト

通
常
総
会
開
催
お
知
ら
せ

開
催
日
時　

平
成
21
年
5
月
10

日
（
日
）
午
前
11
：
00
〜

開
催
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
前
東
口　

パ
ル

コ
9
階　

第
13
集
会
室
）

■NPO法人埼管ネットでは建物保全に関する調査の一環として
　超高層マンションにお住まいの方へ、アンケート調査を実施しております。
　ぜひWEBサイトよりアンケートにご協力ください。
■「年間スケジュールを一部変更・訂正しております。」
　ホームページでご確認ください。
■理事長・連絡先変更届けは、ホームページ上の変更登録フォームをご利用下さい。
　また、FAX用の書類も送付させて頂いております。併せてご利用下さい。
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ユーザー名
saikan-user
パスワード
1415

第
34
回 

春
季
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

実
践
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

日　

時　

平
成
21
年
5
月
10
日
（
日
）
午
後
1
：
00
・
開
場

場　

所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
前
東
口　

パ
ル
コ
9
階　

第
13
集
会
室
）
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